
令和６年度「人権教育研究指定校事業」指定校事業報告書 

委託先（ 愛媛県 ） 

１．調査研究のテーマ、概要 

調査研究のテーマ 
「人権問題を正しく理解し、 

主体的に解決に努める行動力のある生徒の育成」 

○調査研究のテーマを設定した目的 

生徒は学習活動や部活動、校外活動に一生懸命取り組み、生き生きと学校生活を送っ

ている。目の前の課題の解決に向けて進んで取り組もうとする生徒は少ないが、互いの

良さを認め合い、仲の良い集団でありたいという気持ちはよくうかがえる。 

そこで、生徒一人一人の良さを大切にしながら、体験型の学習活動や教科等横断的な

学習を通して、同和問題をはじめとする様々な人権問題に関心を持たせ、人権問題を正

しく理解していこうとする意欲を引き出していきたい。そして、人権問題を自分事とし

て捉え、問題解決に向けて他者と学び合い、主体的に解決しようとする意識や行動力を

高めていきたいと考え、本テーマを設定した。 

○調査研究の概要 

 同和問題をはじめとする様々な人権問題に関する教職員研修を充実させることによっ

て、差別の現実から学び、指導者自身の科学的認識や人権感覚を磨く。また、指導計画の

見直しや実際の授業の充実・改善を図ったり、人権劇や福祉体験活動などの体験的活動

を重視したりすることで、生徒の人権意識を高める。授業や生徒会活動、学校行事を通し

て生徒の自己肯定感・自己有用感の向上を図ることによって、自他の生命を尊重し、差別

解消に主体的に取り組む生徒を育む。 

 

  



２．基本情報 

研究指定校の概要 

○学校名 

宇和島市立津島中学校 

○これまでの研究指定等の状況 

なし 

○学級数 

７学級（うち特別支援学級：１学級） 

○児童生徒数 

全校生徒：174 人（令和６年 12 月 20 日現在） 

○URL 

https://tsushima-tsushima-j.esnet.ed.jp 

○指定理由 

本校では、「力強く未来に羽ばたく力を育成する」の学校教育目標の下、自尊感情を持

ち他者に思いやりを持って接する生徒、きまりを守り何事にも誠実に取り組む生徒、夢

や目標に向かって努力する生徒を育成する学校づくりを目指している。学校運営協議会

を生かした学校運営により、学校、家庭、地域が一体となって、ふるさと「津島」を愛し、

ふるさと「津島」に貢献する体験活動に力を入れている。 

また、同和問題をはじめとする様々な人権問題の理解と認識を深めることにより、人

間の尊厳についての自覚を高め、差別解消に努めようとする生徒を育てることを重点目

標の一つとして掲げ、体験型の学習活動や教科等横断的な学習を推進している。その一

環として、ハンセン病患者等の人権課題について深く学ぶために長島愛生園を訪れたり、

国立ハンセン病資料館の方を招いて講演会を開催したりしている。その他にも、いじめ

撲滅を目的とした人権ソングを生徒会が中心となって作成し、様々な行事等で長年にわ

たって歌い継ぐなど、人権を大切にしようとする気持ちを継承する取組を続けている。 

11月には、研究発表会の開催を予定しており、県内外から多くの参加者と学校の成果

を共有し、広く啓発することも期待できることから、研究指定校にふさわしいと考える。 



3．取り組んだ人権課題について 

取り組んだ人権課題（該当するものに○印。複数選択可。うち、最も主要な人権課題１

つに◎をつけること。）※人権教育研究推進事業公募要領（別紙）「２．事業の内容」を必

ず確認すること。 

① 子供 ○ 

② 女性  

③ 高齢者 ○ 

④ 障害者 ○ 

⑤ 同和問題 ○ 

⑥ アイヌの人々  

⑦ 外国人  

➇-１HIV 感染者等  

➇-２ハンセン病患者等 ◎ 

➈ 刑を終えて出所した人  

⑩ 犯罪被害者等  

⑪ インターネットによる人権侵害  

⑫ 北朝鮮当局による拉致問題等  

⑬ 性的指向、性自認  

⑭ その他（    ）  
 

 

  



4．調査研究の内容等 

○調査研究の内容 

ア 人権・同和教育の年間指導計画を見直し、本校のこれまで行ってきた活動に自己有用

感に関する視点を加え、全教育活動を通して人権を意識した指導を行うことにより、人

権問題への関心を高めることができるであろう。 

イ 生徒の実態に即し、教材開発や教科等横断的な指導方法の研究、参加的・体験的な活

動の積極的な設定などの授業改善に取り組むことで、人権問題を正しく理解し、主体的

に課題を解決しようとする行動力を身に付けさせることができるであろう。 

ウ 生徒の学びを学校だよりやホームページで発信したり、学校運営協議会やＰＴＡの

諸会議、人権参観日などで家庭や地域と共に学び合う機会をつくったりすることで、人

権尊重の環境づくりを一体的に進めることができるであろう。 

○実施方法 

ア 人権問題への関心を高める手立ての工夫 

・年間指導計画の見直し（６月、12 月に全校生徒へのアンケートを実施して生徒の変

容を把握し、それをもとにカリキュラムの柔軟な修正を行う） 

・学校行事やボランティア活動、地域連携行事への参画の在り方の研究（２年生で行う

福祉体験学習での高齢者や障害者との交流による自己有用感の醸成、子ども食堂や

地域の祭り等でのボランティア活動による生徒の良さの伸長） 

・生活人権委員会をはじめとする生徒会活動と人権教育を結び付けた活動の充実（生

徒を交えた校則検討委員会など生徒の主体的な活動の推進、達成感・成就感） 

・時事問題となった差別事象に関心を持たせる手立ての工夫（授業の導入等での活用、

新聞記事の活用） 

・人権問題を自分事として捉え、課題解決に向けて主体的に行動しようとする生徒の

育成のために、社会科や道徳科、総合的な学習の時間などを関連付けて、教科等横断

的に人権教育を進める、教科等横断的な学習や課題解決学習の推進 

・「体験から学ぶ」というアプローチで人権課題を捉え、解決のために今の自分たちに

できることを学ばせ、学んだことを全校生徒で共有し、学習する機会の設定（国立療

養所長島愛生園訪問）      

イ 授業改善の推進 

・生徒の実態に即した人権教育を推進するため、生徒の人権意識の変容をアンケート

で定期的に検証し、その成果と課題を踏まえて年間指導計画を柔軟に見直し、実施、

評価することによる、カリキュラム・マネジメントの充実 

・人権教育の視点を明確にした授業研究や模擬授業での研究協議や校内研修での指導

案審議による全教職員の指導力の向上【１年生：ハンセン病患者等、３年生：同和問



題】 

・校内での人権教育に関する推進体制の在り方の研究（研究推進委員会の活性化） 

・２年生で行う地域の福祉協議会と連携した総合的な学習の時間における福祉学習や、

３年生で行う職場体験学習などの体験活動を取り入れた授業の研究【高齢者・障害

者】 

・県外のフィールドワーク（長島愛生園訪問や、市の人権啓発課と連携した人権・同和

教育現地研修会）に参加した生徒による報告会の活用や、「えひめいじめ STOP！デ

イ plus 」に参加した生徒の意見交換など、生徒にとって身近に感じられる人権に関

する教材の開発【子供、ハンセン病患者等、同和問題】     

・端末を活用して一人一人の思いや考えを共有し互いに認め合う機会を設けたり、授

業の感想や自己評価等の記録を蓄積し、自分自身を振り返ったりすることで、自己

の成長を実感させるなど、自己の成長を実感できる１人１台端末の効果的な活用 

ウ 地域や家庭との連携 

・学校だよりやホームページによる人権学習の取組みについての紹介や、生活人権委

員会による校内掲示（人権コーナーでの新聞記事等の掲載や、友達への感謝の気持

ちを伝える掲示板）等を活用した啓発の在り方の工夫 

・人権参観日や津島町福祉会館人権ふれあいひろば（２月）などの保護者や地域と連携

した取組のさらなる充実 

・生徒が参加する学校運営協議会による熟議（６月、11 月）や、ＰＴＡと連携した人

権教育の取組みの推進 

・子ども会や現地研修を行った生徒の活動を文化祭で発表するなど、学んだことを全

校生徒で共有する場の工夫 

○検証・評価・改善・普及 

〔検証・評価・改善〕 

ア 人権問題への関心を高める手立ての工夫 

生徒の実態に即した研究を推進するため、アンケートを６月と 12 月に実施し、人権

学習の学びがどれほど生徒たちに響いているか把握に努めた。２年次から、年間指導

計画を見直し、１学期に人権獲得の歴史などの知識的側面を学ぶことにより、正しい

人権感覚を身に付けることにつながった。また、２学期に読み物資料等を使った授業

実践を丁寧に行うことによって心情に迫り、価値的・態度的側面と技能的側面を高め

ることができた。さらに生徒が、地域のボランティア活動に参加したり、学校行事に意

欲的に取り組んだりするように促すなど、自己有用感が高まるように工夫した。生徒

は、自分の良さに気付き、「周りの人に役立っている」「自分にもできることがある」こ

とが、自信につながってきているようであった。それとともに、友達や仲間、地域の

人々の良さやありがたさにも気付くことができた。周りに感謝することは、自分の人

権を守ると同時に、他者の人権を守ることにつながっていると考える。また、福祉学習



で障がいのある方と交流したり、同和問題学習やハンセン病問題学習の県外研修に参

加したりすることで、体験的な活動や人権課題に関する学びを深め、課題解決への関

心を高めることができた。 

イ 授業改善についての検証 

ハンセン病問題についての学習をするにあたり、読み物資料の入手が必要であった

が、近隣の中学校に協力を求めることで、資料を集め、よりよい活用を目指して検討し

た。また、これまで使用してきた教材を活用するとともに教材研究を深めることで、授

業展開における工夫について学び合うとともに、よりよい授業を目指す意欲も高まっ

た。机上での学習だけでなく、地域の研修の場に生徒や教職員が参加していることに

は意義がある。特に、当事者の声や熱を感じてこそ得られるものがあると感じた。教室

での学習時に、研修会に参加した生徒の見聞きしたことや感想を級友に語ることで、

差別は許してはいけないと強く感じることにつながったと思われる。また、体験活動

や作文から教材開発を行い、教材化に取り組んだ。人権教育に関するアンケートでは、

６月に「感染症患者（HIV、ハンセン病など）の人権問題に対して関心がある」「やや

関心がある」と回答した生徒は 69％だったが、12 月の回答では 79％の結果となり、

関心度が 10％増していた。正しい知識を学ぶ機会を作り、生徒が参加したり体験した

りする活動を計画・実践したことが、人権課題に意欲的に取り組み、人権意識を高める

ことにつながったと考える。参加希望型の研修では、参加することを積極的に子ども

に勧める家庭も見受けられた。 

ウ 地域や家庭への啓発について 

学校生活の様々な場面で学び感じたことや体験したことを、学校便りやホームペー

ジで発信したことにより、保護者だけでなく、近隣の小学校・高等学校、地域の人々に

も生徒の取組を知らせることができた。その評価を生徒に返すことで、更に人権学習

に取り組む意識が高まり、相手の立場に立って物事を考えたり、思いやりのある言動

をとったりすることが増えた。また、学級通信で人権学習や福祉学習の様子や感想を

紹介したことで、「家庭内で人権に関することを話題にした」と答える生徒が増え、生

徒だけでなく保護者の人権意識の高揚にもつながっていると思われる。 

 

〔普及・啓発〕 

普及・啓発にあたっては、以下の方法で学校の取組に関わる情報発信を積極的に行う

ことで、家庭や地域との連携を図り、一体となって生徒の育成に努めた。 

○ 学校だより、学級通信、ホームページ等で、学校の取組ついて発信した。 

○ 授業や行事の感想等を保護者や地域の方に紹介した。 

○ 人権参観日において地区別人権・同和教育懇談会事業「人権のつどい㏌つしま」の

講演などを行い、保護者や生徒、地域の方々、教職員が意欲的に参加した。 

○ 校内の文化祭や福祉会館の「人権ひろば」などにおいて、長島愛生園の県外研修の



報告会を生徒が行った。 

○ 愛媛県人権教育協議会主催の「人権フォーラム」において人権の詩「夜明け」の朗

読を生徒が発表した。 

○ 地域の福祉会館や市人権啓発課、福祉協議会と連携し研修を行った。 

○ 近隣の認定こども園・小学校・高等学校に向けて、生徒が人権に関わる図書の紹介

をしたり、高校生と合同で県外研修に参加したりした。 

○ 福祉会館の子ども会の太鼓練習や人権学習、進路保障の勉強会などに生徒や保護

者、地域住民、教員が参加した。 

 

  



5．人権教育にかかる年間計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 



6．推進体制（都道府県・指定都市教育委員会を含む） 

 

 


